
NPO法人横浜日独協会 第 20回理事会議事録 

１．日   時  2019年 1月 19日（土）13：00～14:40 

２．会   場  戸塚区民文化センターさくらプラザ４階練習室 

３．理事総数   21名≪出席 １６名 ≪欠席 ５名≫ 

４．出席者   早瀬会長、能登副会長、向井副会長、坂井常務理事、南雲常務理事、 

小島常務理事、山口常務委理事、小久保理事、神永理事、中尾理事、 

磯貝理事、佐藤理事、寺澤理事、大堀理事、齊藤事務局長 

    議長委任：成川理事     

（欠席：黒崎理事、山岸理事、ゼーリヒ理事、ユーデック理事, 藤田理事） 

 

５.議題 

（1） 第 1号議案 報告事項について 

（2） 第 2号議案 例会・行事予定について 

（3） 第 3号議案 創立 10周年記念事業に向について 

（4） 第 4号議案 創立 10周年事業への提言と会費値上げについて 

（5） 第 5号議案 名誉顧問（横浜市長）に係わる定款改正について 

（6） 第 6号議案 2020年度協会の「主たる事務所」の確保について 

 

６.議事の経過の概要及び議決の結果 

定款第 33条の定めにより早瀬会長が議長にあたる。 

議長より議事録署名人の選任について、出席理事にはかったところ議長一任との意見が 

あり、早瀬会長ならびに能登副会長、向井副会長を推薦することを提案し、満場一致で承 

認され、続いて上記６議案の審議を行った。 

 

第 1号議案 報告事項について 

① 会員実績：個人 197名（内ＹＣ 36名）、法人 12社  合計  209名 

 （能登副会長） 

② 資金状況：１月 19日現在 ４４２，５１１円 

〇内訳：横浜銀行 209,011円、ゆうちょ銀行総合 24,500円、ゆうちょ振替口座 159， 

000円、仮払金 50,000 円 

〇前述の資金は、昨年 12 月以降役員及び運営委員に対しお願いした寄附金 135,000 円（本年 

  度当初からの寄附金の総額は 154,100 円）が含まれている。 

〇本年度の第４四半期の支出予測を前述の資金から差し引くと年度末の残額は６万円余りが見 

込まれる。 

 （齊藤事務局長） 

③ 会報／ＨＰ:次号会報（3/4 月号）の原稿締切 2 月下旬早々。2 月例会（2/23）に係

わる原稿は終了直後発送を執筆者に依頼願いたい。（山口常務理事） 



〇会報発行回数の変更について 

 前年度会報の発行回数を減らすことを議論したことがあったが、再度次年度に向 

 け再検討してはどうか。ページ数や編集内容は従来通りで年６回の発行を４回に 

することで編集負担の軽減、経費削減につながるのではないかと山口常務理事か 

ら提案があった。一方、当協会の会報は全国の日独協会の中でも年々評判が高く 

なっていて、会員のみならず外部団体や中小企業等へのドイツ関連情報提供の媒 

体として重要な役割を果たしている中で発行回数減はマイナスではないかという 

等の意見がだされた。また若者を中心に紙媒体より電子媒体を主流にしている読 

者もあり、その方面からの検討が必要ではないかとの意見もあった。 

これらの議論を踏まえ、向井副会長（広報担当）と山口常務理事（会報編集長） 

を中心に次年度に向け発行回数についてさらに詰めることとなった。 

 

④ 事業実績（予定）報告： 

〇横浜商工会議所会頭表敬訪問の件（早瀬会長） 

中小企業支援事業を推進する上で市内中小企業を束ねる横浜商工会議所との協力 

は重要であり、来る２月中に早瀬会長含む役員が商工会議所会頭を表敬訪問する 

予定。（早瀬会長） 

〇全国日独協会連合会副会長会議報告（早瀬会長） 

１） 全国日独協会連合会総会が来る４月１８日～２０日、新潟港開港１５０周年

を迎える新潟県において開催される。佐渡島観光等のエクスカーションも企

画される。当協会からも多数参加してもらいたい。希望者は事務局に申し出

て欲しい。 

２） 連合会会長代行の木村敬三元駐独大使は４月の総会を最後に退任し、後任は

中根猛元駐独大使が就任予定。次回日独協会連合会総会が木村会長代行とし

ての最後の役目となる。 

       

 以上、報告内容について全理事一致して承認された。 

 

第 2号議案 例会・行事予定について 

2019年１月理事会（第 20回）：2019年 1月 19日（土）戸塚区民文化センター４階 

   練習室 

１月例会：2019年 1月 19日（土）15：00～17：00戸塚区民文化センター3階多目 

   的室（中） 

  講師：ドイツ大使館フィーツェ首席公使 

   「激動のドイツ政治情勢の行方」（仮題） 

2月理事会（第 21回）：2019年 2月 23日（土）13:00～14:30戸塚区民文化センター4 

   階練習室   

2月例会：2月 23日（土）15:00～17:00戸塚区民文化センター4階練習室 

講師：G・ロエル NRW州公社ジャパン社長 



「NRW州から見たドイツ／EUは？」 

3月理事会（第 22回）：3月 21日（木・祝）13:00～14:30戸塚区民文化センター4 

   階リハーサル室 

3月例会：3月 21日（木・祝）15:00～17:00戸塚区民文化センター4階リハーサル室 

講師：武田章寛ＹⅭ会員 

「トークコンサー（ヴァイオリン）」  

4月例会：当協会の大野眞理子会員を予定。全国連合会総会開催日との関係で日程調整 

  の必要性がある。 

第 3回定時総会：2019年 5月 18日（土）13:00～14：30 

5月例会：（ドイツ人女性を中心に講師人選中） 

（以上、能登副会長） 

 6月例会：2019年 6月 22日（土）ユース・女性合同フォーラム 

  別紙「合同フォーラム検討状況」にもとづき小島・南雲両常務理事より説明 

  があった。合同となるため今回は名称を「第 1回日独ユース・女性フォーラ 

  ム横浜」とすることとなった。基調講演者では女性候補を人選中。通訳はフ 

  ローリアン・ガイアー氏に依頼済み。市内の各大学に参加要請中。 

 

以上、報告事項について全理事一致して承認された。 

 

第 3号議案 創立 10周年記念事業について 

  南雲委員長より大茶会とお香を楽しむ会（2020年 10月 16日（金））が行われる 

 三渓園の予約手続を進めること、チケット販売で経費を賄う予定であること、フラ 

 ンクフルト独日協会への参加呼びかけを行っていくこと等の報告があった。早瀬会 

 長より記念事業は複数日で記念講演他のプログラムを企画すること、シュタンツェ 

 ル全独日協会会長への講演依頼とその日程調整を引き続き行っていること、事業資 

 金については企画内容をかためつつ必要額を設定し、横浜市の助成金等を活用し確 

 保していくこと、舞台・コンサート担当委員長には能登が、式典・講演担当委員長 

 には向井副会長が、大茶会には南雲常務理事が当たることが報告された。 

 

 以上、創立 10周年記念事業について全理事一致した承認された。 

 

第 4号議案 創立 10周年事業への提言と会費値上げについて 

 齊藤事務局長より、前回理事会での議論並びに一部理事の意見聴取等を踏まえ、 

当協会の創立 10周年とう節目を迎えるにあたり、これからの事業運営の礎となる財 

政的課題について、別紙「JDGYの中長期的課題と財源検討」及び「JDGY収支データ 

推移表（設立時から現在までの年次決算データ）」に基づき説明があり、「個人正会 

員」の会費値上げ等についての提案があった。 

創立 10周年の節目を迎えるなかで、これからの協会のさらなる発展、事業の充実

拡大等をめざすには財源確保不可欠である。全国の主要日独協会の平均的個人会費



が 5,000 円であることから、当協会としても活発な活動を支える安定財源になる個

人正会員の会費値上げが懸案となっている。経費削減はもとより値上に対する会員

の理解を得るには、今まで以上に魅力的な JDGYの姿を示していかなければならない。 

また、会費以外の安定財源確保のもう一つの柱となるが寄附金だが、当協会に係

わる各種イベントや例会“参加費”を寄附金として扱うなどして日常的な活動の中

に寄附の文化・風土づくりをしていくことや、いずれ認定 NPO法人化（2020年度内

予定）時には個々からの年間受取金額が税控除申告に反映できるようになることが

提案され、2020年度に向け機会あるごとに寄附への理解を広めていくこととなった。 

なお、個人会費は定款に定められているため、値上げする場合には総会において

定款変更の決議が必要とされる。次年度から値上げするのであれば、次回２月理事

会においての承認、会報等による全会員への周知、５月の定時総会を経た後、法人

定款の変更登記が完了してから新たな会費の納入通知、という手順を踏む必要があ

ることが確認された。 

 

以上、10周年事業への提案及び安定財源確保に係わる個人会員会費値上げについて 

は、次回２月理事会において最終判断することを全理事一致して承認された。 

 

第 5号議案 名誉顧問（横浜市長）に係わる定款改正について 

本議案は前回理事会で審議できなかったため再提案となったが、定款上に名誉顧

問を置くことができるとし、総会の議決を経て会長が委嘱し、横浜市長の任期中そ

の任にあたることを明記するもので、別添の定款条文案は本年 5 月に予定される定

時総会において定款変更が決議する旨、齊藤事務局長より提案があった。 

 

  以上、名誉顧問（横浜市長）に係わる定款改正について全理事一致して承認された。 

  

第 6号議案 2020年度協会の「主たる事務所」の確保について 

  現在の共同オフィス（桜木町）の入居期限が 2019年度一杯であり当協会が 10周 

 年を迎える 2020年 4月からは新たな「主たる事務所」を確保し移転しなければなら 

 ない。事務所の条件として、「法人登記」が行えて定款や事業報告書あるいは収支計 

 算書等々の情報公開・閲覧が請求あれば随時できなければならない。新たな事務所 

 の確保ための財源確保も大きな課題であることなどが齊藤事務局長より提案された。 

 

以上、2020年度協会の「主たる事務所」の確保について全理事一致して承認された。 

 

以上により本日の議事を終了して、議長は閉会を宣した。  

   

以上、この議事録が正確であることを証します。  

    



２０１９年１月２９日  

     

議    長  早 瀬   勇 

     

議事録署名人  能 登   崇 

     

議事録署名人  向 井   稔 

 

  

（以下、省略） 

 

 


